
平
成
31
年
度

合
志
市
の
予
算

問
い
合
わ
せ
先

　
財
政
課
☎（
２
４
８
）
１
６
６
７

　
３
月
に
行
な
わ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
、
今
年
度
の
当
初
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

予
算
額
は
２
４
３
億
７
千
万
円
、

特
別
会
計
（
４
会
計
）
の
予
算
総

額
は
１
１
８
億
６
、
６
８
６
万
２

千
円
、
企
業
会
計
（
３
会
計
）
の

予
算
総
額
は
37
億
３
、
８
４
８
万

１
千
円
で
す
。

　
一
般
会
計
総
額
を
前
年
度
と
比

べ
る
と
46
億
７
千
万
円
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
平
成
30
年
度
予
算
が
市

長
選
の
た
め
、
骨
格
予
算
と
し
て

編
成
し
た
こ
と
と
、
新
設
校
建
設

な
ど
に
伴
う
普
通
建
設
事
業
費
の

増
加
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
、
下
記
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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（骨格予算）（6月補正後）

一般会計　当初予算額の推移
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一般会計予算
２４３億７千万円

前年度比
46 億７千万円の増

歳出の主なもの歳入の主なもの
議会費
会議録反訳委託料 ……………………５８１万２千円

基金（平成30年度末見込高）
財政調整基金
減債基金
特定目的基金
合計

………………34億４,１６５万５千円
………………………８億３,５９４万２千円

………………31億９,６６９万７千円
…………………………74億７,４２９万４千円

市債の残高（平成30年度末見込高）
合併特例事業債
臨時財政対策債
災害復旧事業債
その他市債
合計

一般会計からの繰出金など
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
工業団地整備事業特別会計
下水道事業会計
合計

特別会計の当初予算額 ※（　）内は前年度比。

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計
工業団地整備事業特別会計

……………65億６,８７３万８千円
……………81億６,０６２万８千円
……………………９億６,７１０万円

…………………43億６,１４８万１千円
………………………２００億５,７９４万７千円

………４億４,５５４万３千円
…………１億２,８２０万円

…………………６億４８万９千円
……………７３万６千円

……………………５億８,１００万円
…………………………17億５,５９６万８千円

農林水産業費
菊池台地土地改良事業費負担金
農業次世代人材投資資金

…６,６５１万６千円
…………３,７１２万５千円

商工費
（仮称）福原工業団地基本設計業務委託

…………２,７００万円
土木費
御代志土地区画整理事業　用地購入費

御代志土地区画整理事業　調査設計委託

…………１億９,６９０万円

…………１億１,２２０万円
消防費
菊池広域連合負担金
消防積載車等購入

…………５億４,７５２万３千円
……………１,１０１万６千円

教育費
新設校建設事業（建設工事分）
新設校建設事業既設建物解体工事
須屋市民センターグラウンド防球ネット設置工事

…24億１,４８８万円
……７,２９０万円

………………１,１８８万円
衛生費
菊池環境保全組合負担金……５億５,９５９万５千円

民生費
障害福祉サービス給付費
教育・保育施設給付費
児童発達支援・放課後等デイサービス給付費

医療扶助費
新設校学童クラブ室用地購入費
西合志中央小学童クラブ第３・４・５室改修工事

西合志中央小学童クラブ第３・４・５室建物用地購入

西合志中央小学童クラブ第３・４・５室実施設計委託

…１２億８,３８８万円
…３０億２,１７９万１千円

……………５億１,６００万円
………………………３億１,０００万円

…５,８１３万５千円

………１億１,２７２万１千円

…………………２,５００万円

……………１,１０４万８千円

総務費
コミュニティバス運行委託料
西合志庁舎前市道右折レーン道路工事

御代志市民センター駐車場他整備工事

……５,５７９万６千円

………………４,０００万円

……………３,３８０万５千円

予　算
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

内　　容
料金・使用料など
施設の運転管理費など
負担金、補助金、企業債など
施設の建設費用、企業債償還など

8億 4,853 万 3千円

6億 5,857 万 6千円

4,586 万円

4億 4,508 万 9千円

5,524 万 8千円

4,299 万 9千円

4千円

469万 2千円

13億 6,697 万 8千円

15億 731万 1千円

7億 7,051 万 5千円

10億 7,981 万 4千円

水道事業会計 工業用水道事業会計 下水道事業会計

個人市民税（現年分）
法人市民税（現年分）
固定資産税（現年分）
たばこ税
地方消費税交付金
普通交付税
特別交付税
財政調整基金繰入金
繰越金
合併特例事業債
学校教育施設等整備事業債
臨時財政対策債
障害者自立支援給付費
　国庫負担金
　県費負担金
子どものための教育・保育給付費
　国庫負担金
　県費負担金
児童手当
　国庫負担金
   県費負担金
保育施設利用者負担金

……………２７億３,３８０万円
……………１２億９,３００万円
……………２７億３,３７０万円

………………………………３億２１０万円
………………………………９億円

……………………………………３１億円
…………………………３億５,０００万円

…………７億２,１０３万３千円
………………………………２億５,０００万円

…………………１９億８,６３０万円
………６億９,２６０万円

…………………………………７億円

………………………６億５,０４４万円
　　………………………３億２,５２２万円

………………１０億６,４９３万８千円
　……………………５億７３２万９千円

…………………９億７,０２８万８千円
……………………２億７９１万９千円

………４億７,４４１万３千円

平成 31 年度　地方公営企業会計予算
　水道事業会計、工業用水道事業会計、下水道事業会計は地方公営
企業法の適用を受ける事業で、収益的収支と資本的収支の２つに分
けた会計処理を行なっています。

水道・工業用水道事業会計　水道課 ☎２４８－１１３０
下水道事業会計　　　　　下水道課 ☎２４８－１１５９

問い合
わせ先

……65億１,３９０万９千円（△0.8％）

………５億９,９１９万６千円（＋5.5％）
…４４億１２万１千円（＋0.4％）

…………３億５,３６３万６千円　　（新設）

一般会計
歳　入
243億
7千万円

一般会計
歳　出
243億
7千万円

市税
72億7,798万円
29.9％（+10.5％）

国庫支出金
47億5,817万4千円
19.5％（+26.1％）

市税
72億7,798万円
29.9％（+10.5％）

その他
20億3,573万円
8.4％（+19.0％）地方交付税

34億5千万円
14.2％（△2.8％）

市債
35億8,930万円
14.7％（+247.5％）

県支出金
20億5,471万6千円
8.4％（+11.6％）

その他
12億410万円
4.9％（±0％）

国庫支出金
47億5,817万4千円
19.5％（+26.1％）

予備費
2,000万円
0.1%（±0％）

公債費
18億5,897万5千円
7.6%（+5.1％）

災害復旧費
56万6千円
0.0%（±0％）

教育費
43億2,022万7千円
17.7%（+161.5％）

消防費
6億6,802万6千円
2.8%（+4.1％）

土木費
19億6,225万4千円
8.1%（+47.3％）

商工費
2億5,917万1千円
1.1%（+53.7％）

農林水産業費
3億2,301万2千円
1.3%（△6.6％）

議会費
1億9,589万3千円
0.8%（△0.1％）

総務費
22億9,882万6千円
9.4%（+8.7％）

民生費
109億2,313万4千円
44.8%（+8.5％）

民生費
109億2,313万4千円
44.8%（+8.5％）

衛生費
15億3,991万6千円
6.3%（+10.3％）

■自主財源（３８．２％）
■依存財源（６１．８％）

※（　　）…前年度当初予算と比べた増減率です。

■予算総額からの自主・依存財源の割合

※
今
年
度
予
算
の
名
称
は
元
号
改
正
が

　
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
平
成
31
年

　
度
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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